
いいたて便り

飯舘村の魅力を発信
❝よい仕事おこし❞フェア
　各地の信用金庫が集結して全国の「よい仕事」
を結ぶ大商談会「２０２０“よい仕事おこし”フェア」
が、11月５日・６日、東京都大田区の「羽田イノベーショ
ンシティ」で開催されました。

社会教育の充実に期待
社会教育委員研修会

ふるさとCＭ大賞
２年連続の受賞です
　KFB福島放送が番組制作を行う「ふくしまの元
気 ！ 応援ふるさとCM大賞２０２０」に応募した飯舘
村のCMが、ユーモア賞を受賞しました。昨年受賞
した県知事賞に続く２年連続の入賞です。
　今年は、県内28市町村がエントリー。８月から９月
にかけてウェブ投票が行われ、審査結果は、10月
31日放送の番組内で発表されました。
　CMのタイトルは、「それ、いいたてっすね〜‐出会
い編‐」。前作にも登場する「いい盾（たて）」の意外
なルーツが描かれています。

只野博之さん
瑞宝双光章を受章
　この秋の叙勲で、只野博之さん（前田・八和木）
が、瑞宝双光章を受章しました。瑞宝章は、社会・公
共のために功労がある方に贈られる勲章です。只野
さんは、42年間にわたり、前橋刑務所などで刑務官
として勤務。入所者の更生に寄与した功績が認め
られました。只野さんは、長年の公務の足跡を振り返
り、喜びと共に関係者への感謝を話していました。
　定年退職をした昨年、只野さんは生まれ育った飯
舘村にUターン。ふるさとで、父の俊さん、妻のあけみ
さんと、新たな日々 を送っています。

宝くじ助成事業
草野集会所に備品を購入
　村では、一般財団法人自治総合センターのコ
ミュニティ助成事業による宝くじの助成金を活用
して、地域活動の活性化に必要な備品を整備し
ています。
　今年度は、草野行政区が助成を受けて、震災後
に建て替えた集会所の備品を購入しました。購入し
たのは、折りたたみイス60脚、会議用テーブル10台、
冷蔵庫１台、プリントやスキャンができる複合機１台な
どです。備品が整い、行政区の活動や集会がよりス
ムーズに行えるようになりました。

村は､村主催のイベントや村民の皆さんの取り組みを取材し､広報紙･ホームページ等に掲載
しています｡写真掲載に不都合がある方は､村づくり推進課企画係までご連絡ください。

ご自宅にて。只野さんと妻のあけみさん。「妻の支
えがあって職務を全うすることができました」

購入した備品の一部です。（右）ゼロックス複合
機、（左）集会所に並べた折りたたみイス

思わずにやにやしちゃう作品。番組のHPで公開され
ています。来春からはKFBで30回放送される予定

寄付をいただきました
飯舘電力チャリテイゴルフ
　第２回「飯舘電力杯 村民ゴルフ大会」の参加者
の皆さんから、寄付をいただきました。
　このゴルフ大会は、飯舘電力株式会社（菅野宗
夫社長／佐須）が主催し、10月20日に、伊達市の

「霊山パーシモンカントリークラブ」で行われたもの
です。参加者は約30人で、大会の開催を通して、村
への募金を行っていただきました。
　10月28日、参加者一同を代表して、ゴルフ大会実
行委員の荒利喜さん（飯樋町）が来庁し、杉岡村長
に、寄付金30,782円を手渡しました。

人づくり、地域づくりにもつながる社会教育の大切
さを再認識。講演に耳を傾ける委員の皆さん

　11月11日、交流センター「ふれ愛館」で、飯舘村社
会教育委員の研修会が開かれました。
　研修会に先立ち、新委員となる大島剛さん（関
沢）、花井由貴さん（大久保・外内）に委嘱状が交付
されました。また、遠藤教育長が「住民のニーズに
合った内容で、質の向上を目指したい」とあいさつ
し、引き続きの協力を依頼しました。
　研修会では、福島大学名誉教授で長年村に関
わってこられた千葉悦子先生が、「これからの社会
教育委員への期待」と題して講演を行いました。

SNSのフォローやふるさと住民登録など
を条件に飯舘産の花をプレゼント

寄付金を手渡す荒さん（左）。杉岡村長が「ありがた
く大切に使わせていただきます」と受け取りました。

　「“よい仕事おこし”フェア実行委員会」
と包括連携協定を結ぶ飯舘村も、昨年に
続きこのイベントに出展。感染症予防のた
め屋外に設けられた会場で、来場者と交
流し、花き栽培のPRを中心に村の魅力を
発信しました。
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